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【手続補正書】
【提出日】平成25年3月5日(2013.3.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　医療用カテーテルを製造する方法であって、
　ベース材料にニトロプルシドを含浸する工程；
　前記ベース材料から医療用カテーテルを形成する工程；および
　前記医療用カテーテルを抗菌剤で被覆する工程
を含む、前記方法。
【請求項２】
　ベース材料にニトロプルシドナトリウムを含浸する工程を更に含む、請求項１に記載の
方法。
【請求項３】
　医療用カテーテルを銀で被覆する工程を更に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　医療用カテーテルを銀のナノ・スケール粒子で被覆する工程を更に含む、請求項３に記
載の方法。
【請求項５】
　医療用カテーテルをクロルヘキシジン塩基および/またはその医薬的に許容され得る塩
で被覆する工程を更に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　医療用カテーテルをクロルヘキシジン二酢酸塩で被覆する工程を更に含む、請求項５に
記載の方法。
【請求項７】
　医療用カテーテルをクロルヘキシジンドデカン酸塩で被覆する工程を更に含む、請求項
５に記載の方法。
【請求項８】
　医療用カテーテルをクロルヘキシジンパルミチン酸塩で被覆する工程を更に含む、請求
項５に記載の方法。
【請求項９】
　ベース材料に抗菌性色素を含浸する工程を更に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
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　抗菌性色素が、ゲンチアナバイオレット、メチルバイオレット、ブリリアントグリーン
、及びメチレンブルーの1つ以上を含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　医療用カテーテルを抗生剤で被覆する工程を更に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　抗生剤が、リファンピンを含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　ベース材料から管状構造を形成する工程を更に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　ベース材料が、ポリマーである、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　ベース材料が、ポリウレタンである、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　医療用カテーテルを製造する方法であって、
　ベース材料とニトロプルシッドと抗菌剤を混合する工程、
　前記混合物を溶融処理し、かつ押し出して前記医療用カテーテルを製造する工程
を含むことを特徴とする方法。
【請求項１７】
　前記ベース材料と銀を混合する工程を更に含む請求項１６記載の方法。
【請求項１８】
　前記ベース材料と銀のナノ・スケール粒子を混合する工程を更に含む請求項１７記載の
方法。
【請求項１９】
　前記ベース材料とクロルヘキシジン塩基及び/又はその医薬的に許容され得る塩及びゲ
ンチアナバイオレット、メチルバイオレット、ブリリアントグリーン、及びメチレンブル
ーの１つ以上を含む抗菌性色素を混合する工程を更に含む請求項１記載の方法。
【請求項２０】
　前記ベース材料とクロルヘキシジンジパルミテートとゲンチアナバイオレットを混合す
る工程を更に含む請求項１９に記載の方法。
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